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〈再生紙を使用しています〉

No 

白
銀
・
・
・
冬
の
色
彩

色
彩
が
限
ら
れ
、
ど
こ
と
な
く
暗
い
イ
メ
l
p
を
抱
か
せ
る
季
節
、
b
b

、。

白
、
辺
、
灰
色

。
鉛
色
の
m
k
が
垂
れ
込
め
る
冬
の
景
色
は
、
と
き
に
辺
り

一

耐
を
勺

τ世
い
、
き
れ
い
な
れ
艇
の
似
非
に
変
え
て
く
れ
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
モ
ノ
ト
ー
ン
の
彩
り

l
l
l
ま
さ
に
自
然
が
「雪
化
粧
」
し
た
車
M

て一
す
。



ご
み
の
指
定
袋
導
入
有
料
化

神
川
地
区
に
複
合
施
設
を
建
設

• 

ロ
月
定
例
市
鴎
会
が
、
ロ
月
5
日
か
ら

間
引
固
ま
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

4
憧

8
1
6
1
万
円
を
計
上
し
た
平
成
7

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
上
回
市
鹿
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
罰
す
る
量
倒
の
-

部
政
正
な
ど
、
回
樋
章
、

e宜
見
書
断
書

簡
吉
れ
、
す
べ
て
可
決

・
量
留
さ
れ
ま
し

た
。
二
れ
に
よ
り
‘
補
正
檀
の
一
般
会
計

予
算
の
輯
翻
は
4
2
0憧
1
2
8
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
世
宵
聾
員
会
聾

z
u
a
a
い
一
司

員
に
宮
島
江
以
干
さ
ん

(拍
車
・
下
紺
厘

町
)
が
任
命
さ
れ
、
ま
た
、
公
平
量
員
会

勿
篤
と
・
"
ゆ
る

署
員
に
和
国
智
晴
さ
ん

(引
揖

・
鰻
鹿
}

が
置
任
さ
れ
ま
し
た
.

国
主
な
条
例
の
制
定

・
改
正
な
ど

マ
上
田
市
磨
車
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
閲

す
る
量
例
の
一
部
改
正

(内
容
)
ご
み
戒
量

・
再
資
源
化
推
進
計

画
実
現
由
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
上
田
市
廃

棄
物
処
理
審
議
会
申
書
申
に
基
づ
い
て
、

燃
や
せ
る
ご
み
の
処
理
手
数
料
の
徴
収
お

よ
び
指
定
袋
導
入
申
た
め
の
閲
悟
脱
定
の

改
正
で
す
。
ニ
れ
に
よ
り
、

7
月
か
ら
、

家
庭
ご
み
は
初
リ
ッ
ト
ル
と
叩
リ
ッ
ト
ル

由
2
種
類
の
指
定
袋
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
手

数
料
を
お
円
と
却
円
に
、
事
業
系
ご
み
は

自
己
担
理
が
原
則
で
す
が
、
応
舗
酔
用
な

ど
小
担
同
盟
事
業
所
に
つ
い
て
、

1
回
に

2

袋
ま
で
、
羽
リ
ッ
ト
ル
の
指
定
袋
で
手
数

料
邸
円
と
な
り
ま
す
。

マ
よ
田
市
水
道
量
倒
由
一
部
直
正

(内
容
)
上
田
市
水
道
料
金
審
議
会
の
答

申
に
基
づ
い
て
、
水
道
料
金

・
加
入
金
等

白
改
定
を
行
う
た
め
白
関
係
規
定
白
改
正

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

4
月
か
ら
水
道
料

金
は
、
平
崎
改
定
串
9
・
町
四
%
、
加
入
料

金
は
同
・
出
0
0
の
引
会
卜
げ
に
な
り
ま
す
@

。

-
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容

新
規
事
業
、
充
実
し
た
事
業
を
中
心
に

紹
介
し
ま
す
。

』

止

マ
神
川
地
区
複
合
施
股
の
建
股

干

ネ

9
0
0万
円

〔
内
容
〕
神
川
地
区
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
と
児
童
セ
ン
タ
ー
の
匝
合
施
設
を

姐
設
す
る
た
め
の
ボ
リ
ン
グ
調
査

・
実

施
設
計
書
託
料
。

マ
産
休
・
育
休
明
け
入
所
予
約
モ
デ
ル
事

量
補
助
金

・

3
1
9
5万
円

マ
畦
年
齢
児
保
育
促
進
事
量
補
助
金

4
3
5万
円

マ
聞
所
時
間
延
畏
促
進
事
量
補
助
金

1
9
5
8
万
円

マ
ご
み
減
量

・
再
責
頚
化
対
置

衛

生

事
量

(有
料
指
定
袋
導
入
白
書

発
)

2

9

4

万
円

(
内
容
}
ご
み
の
有
料
指
定
盟
導
入
に
当

た
う
て
、
事
前
の
自
治
会
や
事
業
所
へ
の

説
明
会
、
パ
ソ
〆
フ
レ

y
ト
送
付
や
指
定
基

t 

「
上
田
ハ
ー
ブ
橋
」

千
曲
川
の
小
牧
揖
上
流
に
雄
投
さ
れ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
橋
と
し
て
は
園
内
最

長
と
な
る
北
陸
新
幹
線
「
第
2
干
曲
川
健

り
ょ
う
」
の
霊
称
が

『上
回
ハ

l
プ
橋
』

に
決
ま
り
、
昨
年
ロ
月
初
日
に
命
名
者
や

間
保
者
が
く
す
玉
を
割
っ
て
、
量
弥
が
尭

表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
愛
祢
は
、
上
回
商
工
会
議
所
創
立

百
周
年
事
業
由
一
つ
と
し
て
、
上
回
目
新

し
い

ν
ン
ポ
ル
と
な
る
橋
白
壁
肱
を
広
く

募
集
し
て
い
た
も
の
で
、

5
2
4通
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
干
曲

川
町
清
ら
か
な
瀬
音
に
マ
ッ
チ
し
、
四
季

お
り
お
り
に
わ
た
っ
て
書
で
る
よ
う
な
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、
橋
を
楽
器

の
ハ

l
プ
に
見
立
て
た

『上
回
ハ
プ
橋
』

が
遭
ば
れ
ま
し
た
。
命
名
者
は
、
誠
沢
一

議
さ
ん
(
北
常
国
)
、
小
宮
山
武
見
さ
ん

(
新
凹
)
、
椎
本
陣
突
き
ん
(
長
野
市
)
、

清
水
邦
雄
さ
ん
(
上
山
田
町
)
、
西
沢
千

代
子
さ
ん

(
新
屋
)
、
原
理
車
子
さ
ん

(保
野
)
、
三
井
惇
さ
ん
(
松
本
市
)
白

7

人
で
す
。
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平成7年国勢調査
燃
や
せ
る
ご
み
の
指
定
量
導
入
有
料
化
が
実
施
に

ぐん口・世拡の結果離合

平
戚
7
年
同
月
1
日
に
行
わ
れ
た

国
勢
調
査
の
結
果
速
報

〔市
町
村
別

人
口
、
世
帯
数
〕
が
昨
年
四
月
四
日

に
、
長
野
県
情
報
統
計
謀
か
ら
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

-
輯
人
口

上
国
市
の
人
口
は
、
世
万
3
2
8

2
人
.
平
成
7
年
同
月
1
日
現
在
の
上
田

市
の
人
口
は
、
ロ
万
3
2
8
2人
で
、

前
回

(平
成
2
年
同
月
1
日
現
在
)

に
比
べ
て
、

3
8
4
7人
増
加
し
ま

し
た
。
増
加
率
は
3
・
2
%
で
、
昭

和
田
年
i
平
成
2
年
の
増
加
率
を
0
・

4
児
上
回
り
ま
し
た
。

出
女
別
の
内
訳
は
、
男
6
万
6
0

5
人
、
女
6
万
2
6
7
7
人
で
女
が

男
よ
り
2
0
7
2人
事
く
江
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
前
回
調
査
と
比
較
す

る
と
、
男
は
2
3
3
1人

(4
・
。

珂
)
、
女
は

1
5
1
6
人

(2
・
5

珂
)
増
加
し
て
い
ま
す
。

-V世世帯
敵

一世
帯
当
た
り
人
員
は
0
・
白
人

に
印
刷
す
る
標
訪
募
鼎
に
関
す
る
続
的
。

マ
ご
み
誠
量

再
資
頑
化
対
賢
官，
輩
(貰

源
回
収
)

1
4
7
7
万
円

マ
信
州
上
小
森
林
組
合
助
成
事

農
林
業

7
万
円

(内
容
)
上
小
地
区
の
森
林
組
合
が
合
併

し
た
こ
と
に
伴
う
、
組
織
体
制
の
強
化
と

経
営
基
援
の
充
実
を
図
る
た
め
自
助
成
。

マ
中
小
企
輩
融
資
対
軍
事
輩

商
工
業

-
2
8
8
5万
円

減
少
。
総
世
帯
数
は
、

4
万
3
3
9
0
世

帯
と
な
り
、
前
回
調
査
の

3
方
8
8

8
7世
帯
と
比
較
し
て
、

4
5
0
3

世
稽
糟
加
し
ま
し
た
。
世
帯
増
加
率

は
H
・
6
%で、

3
・
4
珂
上
回
り

ま
し
た
。

一
世
帯
当
た
り
の
人
且
は
2
・
制

人
で
、
前
回
調
査
の

3
・
肝
人
か
り

更
に

0
・
犯
人
減
少
し
、
世
帯
規
模

は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

-
市
町
村
別
人
ロ

人
日
規
模
は
県
内
3
位
。

市
町
村
別
の
人
口
現
世
は
長
野
市

が
田
万
8
5
1
2
人
で
最
も
多
く
、

次
い
で
松
本
市
、
上
岡
市
と
な
勺
て

い
ま
す
。

人
口
吻
加
散
は
、
長
野
市
が
1
万

1
4
8
6人
で
最
も
多
く
、
次
い
で

松
本
市
4
8
1
7
人、

よ
田
市
3
8

4
7
人、

塩
尻
市
3
1
5
0人
、
穂

高
町
2
8
9
2人
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

(内
容
)
制
度
資
金
の
利
用
噌
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
融
自
信
用
保
証
料
を
追
加
。

マ
地
方
パ
ス
路
線
運
行
維
持
対

交

通

輩
補
助
金

0
3
4
4
万
円

(内
容
)
西
丸
子
線
パ
ス
路
線
廃
止
に
伴

う
代
替
パ
ス
由
連
行
に
対
す
る
補
助

マ
史
跡
信
溝
国
分
寺
跡
公
有
化

教

育

6
1
9
5
万
円

(内
容
)
史
跡
信
混
国
堂
守
遺
構
の
保
護
、

活
用
を
図
る
た
め
の
用
地
の
購
入
。

「平
成
7
年
国
勢
調
査
速
報

(長
野

県
)」
よ
り

お
こ
の
速
報
値
は
陸
自
総
務
庁
統
計

局
よ
り
公
聾
さ
れ
る
散
値
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

企
画
時
情
報
統
計

係

(困

1
2
2
8〕

瞳 謡
人口密度
〈人/同う

161.5 

411.3 

76.7 

886.6 

773.1 

697.6 

111.7 

計

一盟
国
一四
五
一日
一畑
一叩一

一
E

mw
-
R
 

世
人

人口総数
(A) 

2.193.986 

1.416.184 

777.802 

358.512 

205，532 

123.282 

78.517 

世帯数

〈世網野)

712.869 

415.942 

236.927 

124.126 

15.799 

43.390 

24.017 

よ図市の人口増加率は今回の圃査で3.2%

-平成7年国勢胴査人口彼数

平成"李10月1回一女 (人)男 〈人)地.. 

ハープ

とき/1月s回附
相阪で予約制です.

曹の残る中で行われた式典

お年寄りのぼけの相談会

1，123.548 

723.098 

4∞450 
183.252 

103.161 

62.677 

40.108 

広帯ラj{;I;!'B

総人口の楢滅1

面否Tオ 「一一事恥四
平成ド7I平峨2-7 I胴砂時2
幻 359I 1.7 I 0.9 
31.789 1 2.3 1 1.6 

55701 0.71 ム0.3

11.4舗 3.3I 3.0 
4817 I 2.4 I 1.7 
1847 I 3.2 I 2.8 
1.135 1 1.5 1 1.0 

1.070.438 

693，086 

377.352 
175.2伺

101.711 

6<1.6<1崎

38.409 

2.156.621 

1，384.3ゆ5

7η131 

347.026 

2∞715 
119.435 

17.382 

人口総掠 (人)

7 16 

手足農2年10月1目

世得敏

〈瞥網野〉

657.286 

434.120 

222.566 

112.186 

69拠0

38.887 

22.193 

附
一制
一酎
一
町
一器

一

川

地栂

県肘

市計

郡船

長野市

松本市

上国市

小県郡
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口
月
定
例
市
絡
会
に
お
い
て

『廃
棄
物
由
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
量
例
』
の

一
部
噴
正
が
可
法

さ
れ
、
7
月
か
ら
燃
や
せ
る
ご
み
は
、
指
定
袋
導

入
有
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら

「上
回
ご
み
ス
ク
ラ
ム
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
、
い
っ
そ
う
の
ご
み
減
量
に
向
け
、
ご
み

問
題
を
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

場
戸
レ
い
阿
右
手
り
綴
げ
る
F
F品

wu

i
7
月
か
ら
「
ご
み
指
定
袋
導
入
・
有
料
化
」

i

『廃
車
鞠
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
量
例
』

一
部
噴
正
に

つ
い
て
、
高
校
生
の
聖
子
さ
ん
と
お
父
さ
ん
の
会
話

量
子

お
父
さ
ん
、
収
集
日
で
も
な

い
白
に
ま
た
ご
み
が
出
さ
れ
て
、

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
わ
。

文
当
番
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
掃
除

し
て
お
-
』
う
か
?

処
理
費
用
を
公
平

ι負
担

量
子

今
度
ご
み
袋
ま
で
も
有
料
に

な
る
の
ワ
そ
う
な
れ
ば
ま
す
ま

す
捨
て
ら
れ
ち
ゃ
う
わ
ね
。

文

「
ご
み
袋
ま
で
も
」
っ
て
言
っ

た
の
は
、
ご
み
は
タ
ダ
で
処
理

し
て
も
ら
っ
て
当
然
と
思
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
と
こ

ろ
が
、
ご
み
は
私
た
ち
の
担
金

で
処
町
工
さ
れ
て
い
る
訳
だ
か
ら
、

今
で
も
タ
ダ
と
い
う
訳
で
は
な

い
ん
だ
。
年
に
凶
憶
円
以
上
も

桂
金
が
使
わ
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

聖
子

じ
ゃ
有
料
化
さ
れ
る
と

「祖

金
の
二
重
取
り
」
に
な
る
の
。

文
ご
み
が
噌
え
て
く
る
と
、
そ

の
質
問
は
税
金
で
負
担
す
る
わ

け
だ
か
ら
、
そ
自
分
他
申
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
建
設
が
遮

れ
、
ツ
ケ
は
私
た
ち
市
民
に
回
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
。
ご
み
有

料
化
は
、
組
金
と
い
う
形
で
の
;
 

負
担
の
一
部
が
処
理
手
数
料
と

い
う
負
担
に
切
り
替
わ
っ
た
だ

け
の
こ
と
な
ん
だ
。
だ
か
ら
、

そ
の
節
約
さ
れ
た
分
が
、
他
国

必
要
な
施
策
l
例
え
ば
ご
み
減

量
や
再
資
源
化
白
た
め
の
施
置

に
使
わ
れ
て
結
果
と
し
て
市
民

に
還
元
さ
れ
れ
ば
、

二
重
取
り

と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
。

( 

聖
子

。
私
も
鯛
ベ
た
ん
だ
け
れ
ど
、

上
聞
市
で
も
昭
和
初
年
か
ら
叫

年
ま
で

l
世
帯
叩
阿
の
ご
み
処

理
手
教
科
を
取
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
る
よ
う
ね
。

主

よ
く
調
べ
た
ね
。
と
こ
ろ
が

そ
う
い
う
形
だ
と
、
ご
み
を
い

く
ら
多
〈
出
し
て
も
出
さ
な
く

て
も
負
担
は
同
じ
、
か
え
っ
て

「
お
金
を
払
ゥ
て
い
る
ん
だ
か

ら
、
ご
み
は
出
さ
な
け
れ
ば
倒

ノ
」
な
ん
て
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
今
度
の
有
料
化
は
、
指

定
袋
を
使
勺
て
、
ご
み
を
多
く

出
せ
ば
出
す
ほ
ど
白
但
が
噌
え

る
仕
組
み
に
し
て
あ
る
ん
だ
よ
。

聖
子

ご
み
を
多
く
出
せ
ば
そ
れ
だ

け
処
理
に
多
く
お
金
や
手
聞
が

か
か
る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
は
多

く
出
す
人
が
そ
れ
だ
け
負
担
し

な
け
れ
ば
不
公
平
に
な
る
わ
よ

ね。

ー

そ
の
と
お
り
。
そ
う
す
る
と

有
料
化
す
れ
ば
、
資
源
回
収
に

;
 

出
し
た
り
、
生
ご
み
堆
肥
化
容

ー器
な
ど
を
使
っ
て
日
ご
ろ
ご
み

を
出
さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

る
人
ほ
ど
報
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
ん
だ
。

聖
子

「
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
な

生
活
に
変
一え
て
い
く
こ
と
も
大

切
」

勺
て
学
校
の
先
生
が
百
っ

て
た
わ
。

足

。
だ
か
ら
大
量
の
包
装
紙
移
設
っ

た
小
売
応
の
サ
ー
ビ
ス
も
本
当

の
サ
ー
ビ
ス
と
は
言
え
な
く
な

る
よ
ね
。
消
費
者
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
ご
み
を
出
さ
な
い

よ
う
な
買
い
物
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
し
、
ま
た
お
応
も
そ

れ
に
こ
た
え
て
ご
み
を
出
さ
な

い
よ
う
な
品
揃
え
や
簡
品
包
拍
車

を
進
め
て
ほ
し
い
ね
。

対
象
は

『燃
え
る
ご
み
』

子

ziEzz 
』島!指iの 日
掛t 定~ ?か
所1袋1 ら

出i有j み

也

さ
れ
る
燃
や
せ
る
ご
み
だ
け
な
叫

ん
だ
。
古
紙
類
の
資
制
蝉
回
収
が

[

全
市
に
広
が
っ
た
か
ら
、
市
民

6ー

に
と
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
が
ん

ば
れ
ば
、
減
量
が
可
能
に
な
る

7

か
ら
ね
0

0
0

聖
子

ご
み
ゼ
ロ
運
動
で
出
た
ご
み

対

な
ん
か
も
有
料
に
な
る
白
内
，

ぅ

又

そ
う
し
た
自
治
会
な
ど
の
ポ

創

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
用
に
は
、
無

料
白
袋
が
配
ら
れ
る
そ
う
だ
。

ま
た
所
得
申
低
い
世
帯
も

一
定

程
度
配
慮
さ
れ
る
。

聖
子

ピ
ン
や
缶
は
と
う
な
る
白
9

2

今
は
週
l
回
燃
や
せ
な
い
ご

み
と
し
て

一
括
集
め
て
、
桂
で

施
設
で
手
作
業
で
分
け
ら
れ
て

い
る
ん
だ
。

量
子

そ
れ
は
大
変
拍
。

父

い
ろ
ん
な
ご
み
が
混
じ
っ
て

い
る
か
ら
ね
。
だ
か
ら
燃
や
せ

な
い
ご
み
に
つ
い
て
は
、
今
回

と
こ
ろ
袋
は
指
定
さ
れ
て
い
な

い
け
ど
、
。
宍
判
対
刊
叶
列
鋭
η

②
ピ
ン

・
缶
類
、
③
焦
屯
池
鋼
、

そ
し
て
④
そ
の
他
白
燃
や
せ
な

い
ご
み
(
陶
器
類
な
ど
〉
と
分



類
し
て
出
し
て
ほ
し
い
と
市
で

は
言

っ
て
い
る
。
ピ
ン
な
ん
か

は
キ
ャ
ッ
プ
を
取
ら
な
い
と
資

源
に
な
ら
な
い
そ
う
だ
よ
。

聖
子
桂
で
ま
と
め
て
キ
ャ
ッ
プ
を

取
る
っ
て
い
う
の
は
無
理
だ
も

の
ね
。
ピ
ン
・
缶
類
な
ん
か
の

資
源
回
収
も
早
く
進
め
て
ほ
し

い
わ
。

文

「上
回
市
ご
み
減
量
・
再
宜

源
化
推
進
計
画
」
と
い
う
剖
画

が
作
ら
れ
て
い
て
、
お
よ
そ
叩

年
珪
に
な
っ
て
も
、
こ
み
の
畳

を
今
と
同
じ
位
に
抑
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
う
し
な
い
と
、

施
設
や
お
金
白
問
題
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
球
へ
の
責
任
が

果
た
せ
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん

だ
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

て
、
有
料
化
や
分
別
回
収
が
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
所
も
減
量
努
力
を

量
子
努
力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
は
私
た
ち
市
民
ば
か
り
で
な

く
、
事
業
所
に
も
が
ん
ば
っ
て

も
ら
わ
な
く
ち
ゃ
ね
。

文
い
い
と
こ
ろ
に
気
が
つ
い
た

担
。
本
当
は
事
業
所
の
ご
み
の

伸
び
率
白
方
が
大
き
い
ん
だ
。

だ
か
ら
今
回
、
ご
み
集
積
扇
に

は
家
庭
の
ご
み
以
外
は
出
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
よ
と
条
例
に
明

確
に
う
た
わ
れ
た
。
た
だ
し
小

;

;

 

さ
な
事
業
所
は
、
燃
や
せ
る
ご

み
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
用
白

指
定
の
袋
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
、

2
袋
ま
で
は
集
め
る
と
い
う
こ

と
だ
。

聖
子

「
タ
ダ
」
で
も
持
っ
て
行
っ

て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
だ
と
、

事
業
所
だ
っ
て
な
か
な
か
ご
み

減
鼠
な
ん
て
面
倒
で
や
っ
て
い

ら
れ
な
い
も
の
ね
。
で
も
経
費

や
手
聞
が
か
か
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
減
量
の
方
に
が
ん

ば
っ
て
も
ら
え
る
わ
ね
。

父

市

で

は

こ

れ
を
機
会
に
、
事

業
所
向
け
の
誠
産
指
導
も
積
極

的
に
進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
ね
。

垂
干

裂
す
る
に
、
今
度
の
盤
定
袋
・

有
料
化
は
、
賢
い
消
知
者
、
賢

い
事
業
所
に
な
る
た
め
白
き
っ

か
け
に
な
る
っ
て
い
う
こ
と
担
。

ー
そ
の
と
お
り
/
愛
子
も
賢
い

消
賢
者
に
な
れ
そ
う
だ
ね
。
だ

か
ら
指
定
袋
に
名
前
を
暫
く
こ

と
だ
っ
て
、
事
業
所
の
ご
み
と

区
別
し
て
も
ら
う
た
め
に
必
要

だ
し
、
ま
た

「
ち
ゃ
ん
と
持
っ

て
い
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て

あ
り
ま
す
よ
」

っ
て
こ
と
を
示

す
た
め
に
も
必
要
な
ん
だ
。
ま

た
、
指
定
袋
を
使
う
っ
て
い
う

こ
と
は
、
手
数
料
を
払
っ
て
あ

る
と
い
う
こ
と
を
示
す
意
味
で

も
あ
る
ん
だ
よ
。

垂
干
そ
う
い
う
負
担
を
し
て
い
く

こ
と
で
、
私
た
ち
も
ご
み
問
題

に
関
心
を
持
て
そ
う
だ
わ
。

文
ご
み
問
題
に
関
心
を
持
つ
人

の
大
多
数
が
分
別
収
集
に
協
力

的
で
、
関
心
の
な
い
人
は
非
協

力
的
だ
と
い
う
新
聞
の
世
論
調

査
の
結
果
も
あ
る
そ
う
だ
。
結

局
、
ご
み
問
題
は
企
業
や
行
政

由
責
任
だ
け
を
議
論
す
れ
ば
よ

い
っ
て
い
う
由
じ
ゃ
な
く
て
、

ま
ず
自
分
が
関
わ
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
多
く
白
人
が
自
覚
し
て
い
る

ん
だ
ね
。

量
子
そ
っ
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、

さ
っ
き
の
ル

I
ル
追
反
ご
み
も

減
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

文
こ
う
い
う
こ
と
は
、
多
く
の

人
に
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
ね
。

私
た
ち
市
民
も
ご
み
集
積
所
の

管
理
な
ど
で
も
が
ん
ば
る
か
ら
、

市
に
も
ど
ん
ど
ん
が
ん
ば
っ
て

も
ら
わ
な
く
ち
。
。
少
な
く
と

も
、
ル

1
ル
を
守
っ
て
い
る
人

に
不
公
平
に
な
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
例
え
ば
清
掃
当
番
が

き
ち
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

は
、
市
で
も
き
め
細
か
く
配
慮

し
て
も
ら
い
た
い
ね
。
そ
れ
と
、

減
量
由
た
め
白
施
置
は
ど
ん
ど

ん
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

聖
子

市
良
が
が
ん
ば
れ
ば
、
市
だ
っ

て
が
ん
ば
ら
ざ
る
を
え
な
い
わ

ね
。
な
ん
だ
か
ご
み
間
極
参
基
っ

か
け
に
、
市
の
仕
事
の
こ
と
な

ん
か
も
も
っ
と
知
り
た
く
な
っ

た
わ
。

文
自
分
た
ち
白
ま
ち
、
自
分
た

ち
の
地
球
を
美
し
く
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
ど
ん
ど
ん
勉
強
し

て
ほ
し
い
ね
。
と
こ
ろ
で
、
さ
っ

き
の
ご
み
、
締
除
に
行
こ
う
か
ワ

聖
子

賛
成
/

-7月
1
日
か
ら
導
入
さ
れ
る
、

ご
み
の
指
定
袋
・
有
料
化
の
内
容

『燃
や
せ
る
ご
み
L

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

-
家
庭
ご
み

市
が
指
定
す
る
袋
に
入
れ
て
出
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(叩

E
1
袋
印
円
と

m
s
l
袋
お
円
の

2
積
類
。
世
帯
主
田
氏
名
を
記

入)。

・
事
量
ご
み

l
回
目
ご
み
出
L
H
に
、
常
に
指
定
袋
2
袋
以

内
で
あ
る
事
業
所
の
み
対
象
で
す

(
m
E
l袋
邸
円
。
事
業
所
の
名
称

を
記
入
)
*
常
に

2
袋
を
超
え
て
ご
み
が
出
る
場
合
ゃ
、
燃
や
せ
な
い

ご
み
は
、
品
積
所
に
だ
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

広相ラjU~8. 1. 16 

問
い
合
わ
せ
・
環
境
業
務
課

(困
1
3
9
4
)
[51 



l-1| 市役所圃③~

凪MllIl-情報
7月1日から燃やせるごみは市町指定する袋に/

市指定ごみ袋の販売希望業者を対象に説明会

E周~関脇
矧翻麟伊=

7とき 2月6日凶午後2袴~・同14日同午後2時~
(とちらか都合のよい自に番参加してくださL，) ¥lところ
市民会館2階会瞳童 マ内容市指定のごみ聾の販売
について マその他販亮小売庖の業種 ・業態は聞いま

せん。V問い合わせ環焼業務理(恩1394)

1月初日は、法隆年金堂壁画

が焼制した日〔昭和24年)に当
たります。昭和初年に、この日

を「文化財防火デー」と定め、

企図的に文化財に対する保護語、

議白尚備を図りながら現在に至っ

ています。

上聞市には国宝やiJl盟文化財

など醍れた文化財が数多くあり

ます。毎年この 1月26日には、

文化財への立入検査などを実施

し、 「文化財防火迎動」を行っ

ています。

fI可Iな文化財を火災などの見
書から司っていくために、一人

ひとりが文化財に対して深い理

解と霊遭の心を持ち、文化財を

大切にする習慣を身につけましょ

う。

マ問い合わせ

(1!IDi!rO 11 9) 

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

で
技
能
開
発
の
訓
練
を

••• 
働
き
な
が
ら
伎
能
を
朝
刊
得
で
き
る

技
能
開
発
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

マ
事
草
職
種
木
造
建
築
科
、
建

革
設
計
科
、
左
官
タ
イ
ル
科
、
板
金

科
、
造
園
科
、
機
械
科
、
氾
気
機
器

科
、
和
裁
科
マ
幕
草
期
間

3
月

四
日

ωま
で

(
定
日
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
)
マ
問
い
合
わ
せ

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
〔
凪
⑫
2
6

6
6
)
 

fヲ

特
定
優
良
賃
貸
住
宅

建
設
し
ま
せ
ん
か
/

••• 
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
を
建
設
す
る

土
地
所
有
者
専
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
賃
貸
住
宅
は
、
県
知
事
の
認

定
を
受
け
る
と
、
建
設
費
の

一
部
と

入
居
者
自
家
賃
白

一
部
が
市
か
ら
助

成
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
建
設
に
は
一

定
の
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

消防本部

2月から畳付開始 一一一一一.

「入札(見積)参加願」

平成8年度、市が購入する物

品の入札 ・見積リに番加を希望

されるかたは、「入札(見積〉

幸加帽」を担出Lてください。

マ畳付期間 2月 1日嗣-2

月29日開マその他 指定用紙

は管財課(i!:i1265)でお謹LL

ます。平成7年度 ・8年度分の

「入札(見積)事加願」を提出

されたかたは、提出の必要はあ

りません。

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
事
聾
期
間

1
月
幻
日
側
1
3

月
幻
日
制
マ
畳
け
付
け
・
問
い
合

わ
せ
建
築
指
導
諜
(困
1
5
4
7
)

筏能を身につけて地域の発展を

税
理
士
に
よ
る
無
料

「還
付
申
告
相
談
」
へ

••• 
2
月
日
日

ωか
ら
2
月
日
日
榊
ま

で
の

3
日
間
、
組
理
士
会
上
回
支
部

白
各
事
初
日
附
で
小
額
な
所
得
世
田
還

付
申
告
相
談
と
申
告
書
の
刊
成
を
原

則
的
に
無
料
で
行
い
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
述
絡
の
う
え
、

[ 61 16 1. 広111う;V，，8

最
帯
り
の
税
理
士
事
務
所
へ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
畳
付
時
間
午
前
9
時
叩

分
か
ら
午
後
4
時

マ

問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
税
理
士
会
上
回
支
部

品
叫
⑪

8
5
3
5
)

糖
尿
病
予
防
の
た
め

「は
つ
ら
つ
講
演
会
」

---
V
と
き

2
月
7
日
嗣
午
桂
2
時

1
4
時

初

分

マ
と
こ
ろ

上
回
合

同
庁
舎
6
階

講

堂

マ
内
容

①一講

演
「
ふ
え
て
い
る
脳
犀
病
・
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
予
防
」
(
国
立
松
本
病

院
第
二
内
科
医
長
・
中
川
道
夫
さ
ん
)

②
講
演
と
実
技
「
日
常
生
活
の
中
に

運
動
を
」
(県
長
野
総
合
健
鹿
セ
ン

タ
ー
技
術
部
指
導
課
長
・
他
山
脳
連
動

指
導
士
・
石
井
誠
さ
ん
)

マ

書
加

無

料

マ

問
い
合
わ
せ

上
回
保

健
所
県
髄
予
防
課
(
固
@
7
1
4
8
)



• 相の
納期限1月31日制.，1市出:酷 4期

・同民健脱保惜悦 7馴Mm 

噌
2
年
ι

月
の
納

A
7
 

会場なと

置.uで値安Id:口車盛替のご刺聞を

別所温泉に

新しい観光トイレが完成

r島、

別所温泉町相染間前にある‘市町観光駐車

場南東隅に、新しい観光トイレが完成し昨年

12月29日に使用開始となりました。

これは「別所温泉通けむり散策道整備事量」

由一環として、景観にマッチするよう外観に

も配慮して建位されたもので、昨年12月 1日

に供用開始された 「特定環境保全公共下水配

に接続し、溝理で快適なトイレです。

大切にご利用ください。

マ問い合わせ観光幌 (1'11421)

人倫同相対軍陣

l曹庁舎 1陀
廃業聾員会
(本庁舎2階)

上田西武

社会福It協瞳会

(ft@8080) 

よ田商工会蝿所
(ft@4500) 

生活理潰裡
(本庁舎 1暗)

福祉聾
(百@20 0 0) 
橿祉陣

笠坐盟8)

市

世

所

生活理規醒

(本庁舎1階)

市
役
所
倉
@
4
1
0
0

一一一
…
耕
一品
川
町
一
耕
一拠出
一一…
一週間一一……一…

名般相

酷律相

(予約制)

法

土地建物相談

人指・悩みごと相酷

農地問題相酷

酷

相臨

福祉よろず相談

世

観

律相

虚血担1
相

相

心配ごと

政

置
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児

婦

律相

笠坦盟

保障年金相睦

談

世

相桔

吾

市民相談
貫通事故繍践

蹟

談

相

相

置

子

児

母

多
数
の
家
屋
事
が
倒
犠

・
焼
損

し
、
死
者
が

6
3
0
0人
を
超
え

る
な
ど
戦
陸
最
太
白
融
持
を
も
た

ら
し
た
阪
神

・
淡
路
点
震
災
か
ら

早
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
震
災
白
際
に
は
、
全
国
か

ら
膨
大
な
教
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

被
災
地
に
か
け
つ
け
、
炊
き
出
し
、

物
資
の
仕
分
け
・
速
撮
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
活
縦
し
、
そ
の

情
動
は
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
マ
ス
コ

ミ
で
は

1
9
9
5年
を
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
元
年
」
の
年
と
し
て
位
償

付
け
、
国
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
重
要
性
を
認
知
し
た
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
震
災
は
民
事
が
い

っ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
改
め
て
国
民
に
ま
ざ
ま

ざ
と
見
せ
つ
け
も
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
金
問
的
に

地
域
防
災
計
画
白
見
直
し
が
現
在

進
行
中
で
、
上
田
市
に
お
い
て
も

計
画
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
嫌
車
市
、

上
組
市
、

出
石
町
と
災
害
時
の
相

E
応
援
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

7
8
p
 

東
宮
に
対
す
る
備
え
は
、
こ
こ

ま
で
や
れ
ば
い
い
と
い
う
も
田
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
各
家
庭
に
お
い

て
、
例
え
ば

-
被
民
地
に
救
援
物
置
が
届
く
ま

で
の
聞
の
お
よ
モ
3
自
分
の
宜
料

の
備
蓄
を
行
う
。

-

「自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
置
織
の
上
に

た
っ
て
、
積
極
的
に
地
埠
で
行
わ

れ
る
防
虫
馴
韓
へ
事
加
す
る
。

な
ど
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
防
虫
対
置
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
白

6
月
4
日
に
は
、
上
聞

市
に
お
い
て
自
荷
隊
等
も
参
加
す

る
大
規
模
な
長
野
県
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、

全
市
民
自
積
極
的
な
事
加
を
今
か

ら
お
願
い
し
た
い
と
也
い
ま
す
。

阪
神

・
淡
路
太
震
災
を
記
憶
に

残
し
、
そ
の
教
訓
を
史
書
の
備
え

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『紀
憧
に
残
し
、
備
え
に
残
す
1
・げ
』

マ
問
い
合
わ
せ
総
務
課
(困

1

2
0
6
}
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どのように申し込めばよいの成人病検官官は、

でしょう治、

園 町…、 1山付けで 1世帯に

1怯 『寄種検E幸町申込書j が配られています。

平成8年度 (4月から翌年 3月まで)の1，年間に行な

う検器を一度に申し込みする大切な用紙ですので、内

容をよく読んで申込欄にO印をつけてください。

※世帯主の方の申し込みが漏れてしまうケ スが、と

きどき見られます。世帯主欄とともに、申込欄にもしっ

かり名前を轡いて申し込んでくださL、。

記入が済みましたら各自治会目提出方法にしたがっ

て、 l月21日目jまでに提出用封筒に入れて提出してく

ださL、。

申し込んだかたには、検診が行なわれるそれぞれの

時期に通知がされます。(子宮がん検訟は申込書によ

る申し込みは必要ありませんo 産婦人科のある市内の

病院・医院などで年聞を

過して畳げられます)

※人間ドッグの補助制度

もありますので、総合的

な健康器断を人間ドッグ

で受けることもお勧めし

ます。

保健 診tlT

.成人病~定期検診で早期発見を~
書種検齢 Q&Aー

健康推進課

(困1626)

どの図 上町な一成人病検診は

ようなものがあるのでしょうか。

.2月の乳幼児健康診査 (困1625)
b畳付時間 いずれも午後 l時-2時 マ持ち物
母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯プラ

ン(1歳6か月見)0 1歳6か月児は、事ちゃん手帳

の中におる健康診査梨に記入してお持ちください。3

歳児は健康診査禁と視聴覚検査白アンケー卜をお送り

しますので、ご記入自うえお持ちください。また、尿

検査の容器もお持ちください。

.保健センター (市役所南斤舎2階)

16-10. 15 

16-4. 15 

16-8. 15 

{8 J 

健康診査 実施日 生年月日

4か月
2月8日 1. 9. 16-9. 30 

2月21日 1. 10. 1 -10. 15 

10か月
2月6日 1. 3.16-3.31 

2月22日 1. 4. 1-4. 15 

1歳6か月
2月7日 6 1. 16-1. 31 
2月21日 6. 8 1-8.15 

3歳
2月2日 5 1 1-1. 15 

2月16日 5 1. 16-1. 31 

.塩田母子健廟センター (塩田地区)

4か月 n ""，"~ 7. 9. 16-10. 15 I 2月13日 ?
1Bか月 I -，，---I 1. 3.16-4.15 
3歳 I2月26日 I4. 12. 1 -5. 1. 31 

・川西社主福祉センター ()II西地区)

4か月 I 7. 9. 
10か月 I 2月28日 I 7. 3. 
1歳6か月 I 6. 7. 

16 7 広帯うJU!8

図 上町なってい…検診叫「鮎

検惨」として、胃控除、大騒検降、乳房検齢、

肺がん検除、子宮がん検診があります。また、心臓病

や脳卒中などD病気を早期に発見し、治療や生活改普

を行なうための 『基本健鹿惨査J があります。

日本人の3人に 2人が、がん、心臓病、脳卒中、掛

尿病、肝臓病などの成人病で亡くなっています。

上岡市では、 平成6年に成人病で亡くなられたかた

は約600人で、全体白約66%になります。死因由第 1

位はがんで、 210人です。 がんの内訳としては、 '1~1 が

んが第 1位ですが、続く肺がん、大脇がんの急激な増

加は上田市でもdし、配されています。また、 30歳から69

歳まで白かたで、がんで亡くなったかたが男性で71人、

女性で41入、計112人と多いのも、働き盛りを襲うが

んの恐ろしさを現わLています。

成人病由恐ろLさは、

①自寛症状が現われにくく、気づいたときに同症状が

進んでいる場合が事い。

②慢性病なので完治Lにくい。

@他の病気を僻尭することが事い。

④偏った生活習慣(栄葺の偏り、運動不定、睡眠不足)

や喫煙、肥満などが土台にあるので簡単に改善ができ

ない。

⑤働き盛りの人を聾うことが多い。

などがあげられます。

こ白ような成人病に気づかず、放っておくこと由な

いよう年に l回はぜひ、がん検診や基本健康診査を受

けま Lょう。

検診は、成人病予防のスタートラインです。検診の

申し込みから出発して、家族企只の生活状態や健康管

裂について考えてみましょう。

検修は成人病予防の• 
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